
善範師（第13組即念寺住職）

「南無阿弥陀仏
人と生まれたことの

　　　意味をたずねていこう」

講題

音楽法話

日時

コロナ禍で行き詰ったことで、行く先から、原点へと私たちの視線が方向転換をす
るきっかけになったように思います。これから、どう生きるかという「生老病死」の「老
病死」の問題ではなく、なぜ生きるのか、いのちの誕生の願いとは、という「生」に焦
点を当てて、音楽法話をしたいと思います。2年前に引き続き、歌と法話のコラボ
レーションでおこないます。

ご講師からのメッセージ

並

×弾き語り角谷早音美さん

春季彼岸会
総永代経法要

兼・墓地納骨（物故者）追弔法要

3月20日（土）午後1時30分
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墨林浩師（光照寺）

「一念発起
 へいぜいごうじょう　

平生業成の宗旨」

講題

ご講師

日時 6月24日（木）
午後1時30分

～3時30分

蓮如上人は、よく知られている『五帖御文』八〇通はじめ、約

三三〇余通の『御文』をその生涯で記されたと言われていま

す。そして特に『夏御文』四通は、明応七年という亡くなられる

前年、八四歳の五月、六月、七月に記された御文です。その

中で上人は、私たちに、「御こころをしずめ、眠りをさましてねん

ごろに聴聞候え」「御こころをすましてよくよくきこしめ候うべし」

「御耳をすまして御きき候え」と、ひたすら聴聞を重ね、信心決

定せよと御教化されています。しかし現実は「人目ばかり名聞の

体たらく、言語道断あさましくおぼえ候う」と嘆かれ、聴聞といい

ながら「鹿の角をはちのさしたるよう」と戒めておられます。

　まさに上人は、諸行無常、生死無常の中にある私達に、「あ

なたは、何を根拠として生きているのですか」と問い
ただ
糺していてく

ださるのではないでしょうか。共に尋ねてみたいと思います。

ご講師からのメッセージ


